
高
齢
者
や
障
害
者
の

サ
ポ
ー
ト
環
境
整
備
を

公
共
施
設
内
の
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
等
に
杖
ホ
ル
ダ
ー
を
設
置
で
き

な
い
か
。

今
後
の
高
齢
化
社
会
の
実
情
を

考
え
る
と
、
杖
ホ
ル
ダ
ー
を
必
要
と

す
る
来
庁
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
役
所
庁
舎
や
他
の
施

設
に
も
、
順
次
設
置
し
て
い
き
た

い
。

庁
舎
北
側
進
入
路
で
の
駐
停
車

は
、
歩
行
者
へ
の
危
険
や
直
進
車
へ

の
妨
げ
に
な
る
。
駐
停
車
の
規
制
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

庁
舎
北
玄
関
付
近
で
の
駐
停
車

は
、
歩
行
者
の
危
険
や
通
過
交
通
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
横
断
歩
道

を
利
用
す
る
来
庁
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
横
断
歩
道
前
後
で
の
駐
停
車

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
、
案
内
看

板
等
で
誘
導
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
本
庁
舎
北
玄
関
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
で
き
な
い
か
。

北
玄
関
に
は
、
庁
舎
に
並
行
し

て
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
。
階

段
の
利
用
が
困
難
の
方
や
車
い
す
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

既
存
ス
ロ
ー
プ
に
手
摺
り
を
つ
け
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

市
の
責
任
で
避
難
場
所
確
保
を

津
波
被
害
か
ら
人
命
を
守
る
た

め
に
、
一
定
の
区
域
ご
と
に
避
難
で

き
る
高
い
と
こ
ろ
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。
市
長
の
決
意
は
。

各
地
域
に
お
い
て
進
め
て
い
る

新
た
な
地
震
対
策
へ
の
取
り
組
み
の

中
で
、
要
望
や
提
案
が
出
さ
れ
る
と

思
う
。そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
検
討
し
、

す
ぐ
で
き
る
も
の
は
早
急
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

浅
羽
支
所
の
職
員
体
制
の

充
実
・
強
化
を

市
町
村
合
併
や
「
行
革
」
に
よ

る
自
治
体
職
員
の
減
少
が
、
被
害
把

握
、
救
援
を
困
難
に
し
た
。
浅
羽
支

所
内
の
市
職
員
状
況
は
。

合
併
時
、
支
所
は
4
課
7
係
35

人
、
分
庁
機
能
と
し
て
2
つ
の
部
で

69
人
体
制
で
あ
っ
た
。
現
在
は
2
課

3
係
1
施
設
16
人
と
水
道
部
27
人
の

み
の
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

簡
素
で
わ
か
り
や
す
い
分
別
を

同
じ
ラ
ッ
プ
や
ト
レ
イ
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
が
、
使
用
目
的
に
よ

り
分
別
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、「
商
品
を
入
れ
て
あ
っ
た
容
器
」

「
商
品
が
包
ま
れ
て
い
た
包
装
」
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
じ
材
質
で
あ
っ
て
も
容
器
包

装
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
こ
れ
ら

と
別
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。

浅
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郎 
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市役所本庁舎北玄関のスロープ

プラスチック製容器包装の分別記事（広報ふくろい）
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